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３．６ 埼玉県の活動報告 

ときめきらいふクラブ 

１．事業概要 

 

（１）事業の目的 

東日本大震災で被災地県外に避難されている方々が、地域で孤立しやすいため、

地域の諸団体と連携し、「居場所づくり・ネットワークづくり」を後方支援する

ことを目的とする。 

 
（２）実施体制、他団体との連携、他地域との連携状況 

協力団体：所沢市保健福祉部総務課・・・避難者への情報提供（DM）、 

所沢市社会福祉協議会・・・・「居場所づくり」相談員、 

所沢市三ヶ島第一地区民生委員・児童委員協議会 

・・・「居場所づくり」相談員、体験指導 

        ほっとほっと（ボランティア団体）・・・「居場所づくり」の場所提供 

 

（３）事業の実施内容 

  １）実施日時 

   第１回「おしゃべりサロン」 2012 年 10 月 14 日（日） 10:30～15:00 

   第 2 回「おしゃべりサロン」 2012 年 11 月 11 日（日） 10:30～15:00 

   第 3 回「おしゃべりサロン」 2012 年 12 月 20 日（日） 10:30～15:00 

   第 4 回「おしゃべりサロン」 2013 年 1 月 20 日（日） 10:00～15:00 

   第 5 回「おしゃべりサロン」  2013 年  3 月 9 日（土） 13:00～17:00 

                  

  ２）開催場所 第１回～第 4回「おしゃべりサロン」 

「ほっとほっと」（所沢市西狭山ヶ丘 1-3116-3） 

         第 5 回「おしゃべりサロン（中高年いきいき講座）」 

所沢市小手指公民館分館 

  ３）実施内容 

第 1 回目実施  

参加者：２８名（地域住民：２１名、スタッフ７名） 

男性：９名、女性：１９名 

内容： 

①あいさつ ときめきらいふクラブ会長 磯 竹栄 

②自己紹介   10:40～11:00 

③お話し「民生委員のしくみと役割～  

所沢市三ヶ島第一地区民生委員・児童委員協議会 小原共子氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④参

 ＊避

 ＊誘

 ＊行

（行

＊事前

か

＊大

＊地区

が少

 ○跳び

合唱

 ボラ

⑤牛

  先生

中し

第２回目

参加者：

内容： 

①あい

②講義

「福祉

所沢

③上映

講師

づく

参加者の意見

避難者に関す

誘ったり、声

行政と連携を

行政は、所沢

前に避難者

？ 

大変良いイベ

区の民生委員

少ない） 

び入れによ

唱して楽し

ンティア団

牛乳パックで

生の指導に

していたのが

実施 

２５名（地

男性：８名

さつ とき

義  10:40～

祉総務課の仕

沢市保健福祉

映会「普通の

の指導のも

りに熱心に取

見交換 11:0

する情報不足

声かけができ

を密に勧めら

沢市在住の避

の「福島色

ベントであり

員の立場で

る「ハーモ

む。 

団体による「

で小物づくり

より「ペン

が印象的で

地域住民：１

名、女性：１

めきらいふ

～11:40 

仕事と地域へ

祉部福祉総務

の生活」 13

と、牛乳パ

取り組んでい

48 

00～12:00

足、どこに、

きない。個人

られないか

避難者８２世

色」が強かっ

り、避難者へ

で、声かけが

ニカ演奏」

「手作りチャ

り体験  1

ン立て」をつ

した。みな

１８名、スタ

１７名 

ふクラブ会長

への関わり方

務課主事 石

3:00～14:20

ックで小物

いた 

誰が在住か

人情報の面で

世帯＝１６８

た。宮城県

への呼びかけ

が難しいとこ

 ふるさと

ャーハン」を

3:00～14:2

つくる。熱心

さんが造っ

タッフ７名）

長 磯 竹栄

方、現状と課

石平貴浩氏

0 （上映時

出

帰

か分からない

で難しい点が

８名に DM を

県人の避難者

けに工夫が必

ころもある。

、青い山脈

を食べる。 

5  

心のあまり、

た作品は持

 

栄 

課題」 

時間：８０分

来上がった作

った 

い。 

がある。 

を担当した）

者にも伝わっ

必要ではない

（避難者の

脈などをみん

口数が少な

持ち帰った。

分） 

作品、お土

 

ったの

いか。 

情報

んなで

なく集

 

産として持ち



 

   

   

  ＊上

後

イ

主な

＊生

＊線量

か

＊当事

ラバ

＊テ

にな

＊学生

＊早

④交流会

参加者

 ＊避

 ＊近所

した

 ＊行

＊民

 ＊避

 ＊行
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第４回目
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第５回目実
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ていた。言うまでもないが、二度とこのような事故があってはならない。避難

者の現実を理解し、どのような支援が出来るか。改めて考えさせられた。 

②避難者からのメッセージ ～避難の体験を語る～ 15:00～15:40 

南相馬市から避難し、入間市にラーメン店を開業した、つながり食堂店主の佐藤

義治氏からのメッセージ。 

南相馬市から家族（夫婦、子供２人）と共に所沢市に避難して、僅か 3ヶ月後

の 2011 年 6 月に入間市にラーメン店（つながり食堂）を開業。一方食堂を経

営する傍ら、県内外のイベントに参加、南相馬市の現状を直接伝えたり、チャ

リティグッズを販売し、義援金を寄付したり、避難者が自立した生活を送れる

よう支援活動を続けている。 

③アトラクション 

・バルーンアート＝山北由香氏 15:40～16:20 

華やかな衣装で登場、相方と 2 人でバルーンの演技を行った。 

・プチコンサート＝新井香代子氏 16:20～16:50 
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２．事業成果 

 

（１）成果 

１）当クラブと行政、社会福祉協議会、地域の民生・児童委員、ボランティア団体

等の連携を図り実施できたこと 

    第 1 回～5回まで行政や社会福祉協議会の職員が参加し、コミュニケーション

が出来たこと 

２）避難者支援のネットワーク構築の足掛かりができ、今後の活動を前向きに進め

られること  

３）今回のイベントを通して、所沢ロ―タリークラブの避難支援活動実態（例：ア

パート・パソコン貸与、食堂開設準備のための緊急必要物資供給などに貢献し、

被災後３ケ月で食堂開設した）に接し、今後の活動に連携が取れる見通しができ

たこと 

４）行政は、避難者に対して「おしゃべりサロン」開催情報を提供し、ボランティ

ア団体は、会場「ほっとほっと」の貸与、及び講話や物づくり体験教室などの講

師を担当し、それぞれが役割を分担したこと 

５）地域の民生・児童委員等により現地視察し報告を行い、参加者が情報を共有で

きたこと 

６）会場は、30 名収容人数のため、身近に意思疎通が可能であり、終始和やかに

会話が出来たこと 

 

（２）問題点・課題 

 

１）個人情報の壁があり、避難者に関する情報（居住、連絡先等）がなく、口コミ

でのおしゃべりサロン開催情報が伝えられなかった。 

２）今後、おしゃべりサロンの継続が可能かどうか。資金面や会場の確保をどうす

るか。 

３）行政や諸団体とネットワークづくりを推進し、支援体制を図るために、避難者

との接点をどう持つか。 

４）地域の民生・児童委員や、ボランティア団体等とどのように連携を図って行く

か。 

５）今後、支援を継続するためには、まず当クラブの運用資金や人材面のパワーア

ップが必要である。 

 

 

 


